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地域防災におけるローカル・ガバナンスの成立過程に関する研究（２）

　東日本大震災以降、地域住民の共助の育成は、政府、地方自治体等防災関係者の焦眉の課題と
なっている。だが、住民の共助の育成は、それほど簡単なことではない。むしろ共助の育成にとっ
て逆境ともいえる社会状況の中で、どのように住民の共助を育んでいけばよいのか、というのが本
研究の根底にある問題意識である。
　本研究では、従来からの地域防災の担い手である町会・自治会等のコミュニティ組織だけでな
く、商店街組合や地元企業、集客施設等の地域の様々な組織が防災活動に取り組むローカルガバナ
ンスに着目し、防災に関わるローカル・ガバナンスが成立する条件に関する調査研究を行った。
　主に4月～8月にかけては文献調査を実施し、関連する文献・資料を収集するとともに論点を整理
し、6月以降はフィールドワークを実施した。

１．研究の進捗状況
（１）ローカル・ガバナンスに関する文献調査
　ローカル・ガバナンスに関わる文献を収集し、論点整理を行なった。
（２）ローカル・ガバナンスに関わるフィールドワーク
　・世田谷区太子堂地区合同防災訓練の視察調査を実施した（2025年6月）。
　・世田谷区太子堂１丁目町会長へのヒアリング調査を実施した（2025年7月）。
　・福島県大熊町役場でのヒアリング調査を実施した（2025年9月）。
　　（「危機管理実践研究1」の一環として実施したため研究費は未執行）
　・石川県輪島市役所でのヒアリング調査を実施した（2025年9月）。
　　（ゼミ合宿の一環として実施したため研究費は未執行）

２．今後の課題
（１）被災地でのローカル・ガバナンスの効果について引き続き、現地調査を実施する。
（２）地域防災に関わるローカル・ガバナンスの機能について、引き続き世田谷区をはじめとする
特別区へのヒアリング調査を実施する。

３．研究実績
【雑誌記事】
・山下博之,2026年3月「災害時の緊急支援物資の輸送問題とどう向き合うか？」公益財団法人高速
道路調査会『高速道路と自動車』Vol.69,No3,pp.7
【講演等】
・山下博之「危機を乗り越える企業の備え　中小企業の防災・減災対策を考える」栃木県建設業協
同組合連合会講演（2025年12月）
・山下博之「地域防災におけるローカルガバナンス-求められる防災コーディネーターの役割とは-
」東京都防災コーディネーター研修（2026年2月）


